
９. 即戦力！高級魚の資源実態把握調査

太田武行（増殖技術室）担 当：

平成 ～ 年度（平成 年度予算額： 千円）実施期間： 24 26 25 3,352
目的・意義・目標設定：

， ，これまで漁獲対象とされていなかった収益性の高い高級魚の漁場 資源状況等の把握を行うことで

．速効性のある沿岸漁業振興を行う

なお，調査漁法を比較的低コストな延縄等の釣で行うことで，経営余力に乏しい本県沿岸漁業者に

も新たな漁業への導入が比較的容易となるよう配慮する．
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【課題１ ：トラフグの資源実態把握調査】

１）目的

天然トラフグは，漁獲量が少なく，非常に美味であるため，非常に高い単価で取引される代表

的な高級魚である．県内でも西部の境港市や米子市淀江町にて，主にはえ縄で年間 トン程度漁3
獲されているが，県東中部ではトラフグを狙った漁は行われていない．

そこで，県東中部ではえ縄による試験操業を実施し，資源実態の把握を行った．

２）方法

・調査船おしどり及び鳥取県漁業協同組合浜村支所の漁船を用船し，はえ縄による試験操業を実

施した（図 参照 ．1 ）

・漁獲したトラフグ，マフグは賀露地方卸売市場に試験出荷し，魚価の把握を行った．

３）結果

調査期間中， 回，計 尾（ ～ ）のトラフグを漁獲した．また，マフグは 月下旬から10 4 1.2 2.5kg 3
多数漁獲された．主に混獲される魚類は，ホシザメであった．昨年度と今年度のトラフグの漁獲位置

と見ると，ライン上に漁獲される海域があった（図 ，表 。2 1）

図１ フグはえ縄の漁具図
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図２ フグはえ縄で漁獲されたトラフグの位置図（○間が延縄の設置位置、☆がトラフグの漁獲場所）

４）考察

トラフグは，滞留しやすい海域があるようで，漁獲が集中する海域があることが分かった。このよ

うな海域，もしくはラインを複数見つけることで，採算性が取れる可能性があると考えられた．

また，マフグに関しては，鳥取県西部より鳥取県中部海域の方が多く漁獲される傾向にあり，マフ

グ操業は，単価の具合にはよるが採算性が十分に取れると考えられた．

５）残された問題点及び課題

まだ，釣獲実績が乏しく，引き続き調査が必要ある．

（ ） （ ）， （ ）写真 フグはえ縄で漁獲されたトラフグ 左 マフグ 中央 及び賀露地方卸売市場への出荷 中央
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